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◆研究室紹介
徳島大学ポスト LEDフォトニクス研究所の設立に伴
い，2019年に発足した研究室です．現在は，教授 1名，
客員教授 1名，特任助教 2名，技術補佐員 2名，学生 22

名から構成されています．学生は主に理工学部光システ
ムコースおよび医光 /医工融合プログラム（MPE）から配
属されています．
当研究室では，ナノスケールにおける光 �物質相互作
用を基盤とし，プラズモニクスおよび誘電体ナノ構造を
用いた分光・センシングおよび光機能デバイスの研究を
行っています．特に，振動分光を軸としたマルチモーダ
ル分光により，分子振動の空間分布計測や界面における
化学反応のその場観察に取り組んでいます．
また，光強結合場やホットキャリアを利用した光駆動
化学反応の開拓や，ナノ構造と生体分子を組み合わせた
高感度バイオセンシングの研究も進めています．これら
の研究を通じて，分子レベルでの反応制御および高感度
検出の実現を目指しています．

◆具体的な最近の研究テーマと成果

テーマ 成果
光共鳴ナノ構造を用い
た超高感度バイオセン
シング

学術論文掲載，招待講演，共同
研究

メタサーフェスによる
分光特性制御 学術論文掲載，招待講演

プラズモニックナノ構
造を用いた光駆動化学
反応

招待講演，共同研究

先端振動分光による分
子イメージング・セン
シング

国際会議ベストポスター賞，学
術論文掲載，招待講演

レーザー加工による光
共鳴ナノ構造作製 学術論文掲載，招待講演
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◆学生の声
ナノ構造を用いたバイオセンシン
グ研究に取り組み，低濃度領域にお
ける抗原抗体反応の高速化を目指し
ています．装置開発から計測・解析
まで一貫して行い，試行錯誤を重ね
ながら研究を進めています．学部 3

年生から国内学会で発表する機会に加え，学外イベ
ントにも積極的に参加しており，2026年度には学部
生ながら国際会議での発表やドイツへの短期留学に
挑戦する予定です．これらの経験を通じて，主体的
に研究を推進する力を養っています．
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